
 

ビキニ水爆被曝から62年。そして、高知の高

校生達が追跡調査を始め32年、誰が、なぜ事件

を闇に葬ろうとしたのか。この疑問の解明を、

正確な記録にもとづく検証によってなそうと、

第6回検証会が東京で開催されました。 

● 1954年12月28日、

政府は、9月末に久保山

愛吉さんが放射能症で

死去し12月になっても

500カウント以上の高い汚染度のマグロが水揚

げされてい

るにも関わ

らず、放射

能検査中止

の閣議決定

をした。 

 汚染マグ

ロは国民の

口に運ばれ、

被災船員も

放置された。

（福島原発

事故に対する政府の対応がダブって見える）と

もあれ、閣議決定へと導いた影の力、それは、

11月に開かれた「放射性物質の影響と利用に関

する日米会議」で、被ばく量を問題ないがごと

く過少だと報告した「アメリカ原子力委員会」

だった。マグロ調査協会から米原子力委員会へ

の手紙には、日本政府・厚労省の検査中止に「寄

与したあなたとあなたのお仲間に、お祝いの言

葉をお贈りします」と明確に書いています。（写

真参照） 

●検証会で、放

射性降下物によ

る晩発性障害の

危険性を究明す

る多くの科学者、研究者に通ずる思いは、「フク

シマ」を第2の「ビキニ」に

してはならない！という事。  

45人の被災船関係者の国

家賠償を求める訴訟の勝利と、

10名の船員保険の適用を勝

ち取ることが、これ以上の被

ばく者を出さない事になる思

いを込めて、私は県議会での

動向について報告してきまし

た。 
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